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○鳥取市殿ダム周辺広場の設置及び管理に関する条例 

平成２５年９月１３日 

鳥取市条例第４１号 

（目的） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２の規定

に基づき、鳥取市殿ダム周辺広場の設置及び管理並びに利用料金について、必要な

事項を定めることを目的とする。 

（設置及び名称） 

第２条 殿ダム周辺の環境保全を図り、地域特性を生かした活力あるまちづくりを推

進し、市民の休養、保健、交流等に供するため、鳥取市殿ダム周辺広場（以下「周

辺広場」という。）を次のとおり設置する。 

名称 位置 

殿ダム記念広場 鳥取市国府町殿 

殿ダム中央広場 鳥取市国府町殿 

殿ダム親水広場 鳥取市国府町楠城 

殿ダム古神護広場 鳥取市国府町神護 

（指定管理者による管理） 

第３条 周辺広場の管理は、法人その他の団体であって市長が指定するもの（以下「指

定管理者」という。）に行わせる。 

２ 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則の定めるところにより、適正

に周辺広場の管理を行わなければならない。 

（指定管理者の業務の範囲） 

第４条 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。 

（１） 周辺広場の利用に関する業務 

（２） 周辺広場の施設及び設備の維持管理に関する業務 

（３） 前２号に掲げるもののほか、周辺広場の管理上市長が必要と認める業務 



2/7 

（利用の許可） 

第５条 周辺広場のうち、別表第１に掲げる施設を利用しようとする者は、あらかじ

め指定管理者の許可を受けなければならない。 

２ 指定管理者は、必要があると認めるときは、前項に規定する許可に、周辺広場の

管理のため必要な範囲内で条件を付すことができる。 

（行為の許可） 

第６条 周辺広場において、次に掲げる行為をしようとする者は、指定管理者の許可

を受けなければならない。許可を受けた事項を変更しようとするときも、同様とす

る。 

（１） 行商、募金その他これらに類する行為 

（２） 業として写真又は映画を撮影すること。 

（３） 興行を行うこと。 

（４） 競技会、展示会、演説、集会その他これらに類する目的のため周辺広場の

全部又は一部を独占して利用すること。 

２ 前条第２項の規定は、前項の許可について準用する。 

（許可の基準） 

第７条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、第５条第１項又は前

条第１項に規定する利用又は行為（以下「利用等」という。）を許可しないものと

する。 

（１） 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認めるとき。 

（２） 施設、設備、器具等を損傷し、若しくは滅失し、又はそのおそれがあると

認めるとき。 

（３） 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）

第２条第２号に規定する暴力団の利益になると認めるとき。 

（４） 前３号に掲げるときのほか、周辺広場の管理上支障があると認めるとき。 

（利用料金） 
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第８条 周辺広場の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）については、第５

条第１項の許可にあっては別表第１に、第６条第１項の許可にあっては別表第２に

定める金額の範囲内で、あらかじめ市長の承認を受けて指定管理者が定める。 

２ 利用料金は、指定管理者にその収入として収受させる。 

（利用料金の減免） 

第９条 指定管理者は、あらかじめ市長の承認を受けて定めた基準により、利用料金

を減額し、又は免除することができる。 

（利用料金の不返還） 

第１０条 既納の利用料金は、返還しない。ただし、指定管理者は、あらかじめ市長

の承認を受けて定めた基準により、既納の利用料金の全部又は一部を返還すること

ができる。 

（目的外利用等の禁止） 

第１１条 第５条第１項又は第６条第１項の規定により許可を受けた者（以下「利用

者」という。）は、周辺広場を許可に係る利用等の目的以外に利用し、又はその利

用等の権利を他に譲渡し、若しくは転貸してはならない。 

（許可の取消し等） 

第１２条 指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、周辺広場

の利用等を制限し、若しくは停止し、又はその許可を取り消すことができる。 

（１） この条例又はこの条例に基づく規則の規定に違反したとき。 

（２） この条例の規定に基づく処分に違反したとき。 

（３） 災害その他不可抗力によって周辺広場を利用することができなくなったと

き。 

（４） 許可の条件に違反したとき。 

（５） 前各号に掲げるときのほか、周辺広場の管理上支障がある行為をし、又は

そのおそれがあると認めたとき。 

（行為の禁止等） 
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第１３条 周辺広場においては、次に掲げる行為をしてはならない。 

（１） 土地及び施設を損傷し、汚損し、又は土石を採取すること。 

（２） 竹木を伐採し、又は植物を採取すること。 

（３） ごみその他の汚物を捨てること。 

（４） たき火をし、又は火気をもてあそび、その他危険な遊戯をすること。 

（５） 広告若しくはこれに類するものを提示し、又は散布すること。 

（６） 立入禁止区域に立ち入ること。 

（７） 指定された場所以外の場所に車両を進入させ、又は駐車若しくは停車をす

ること。 

（８） 危険物を持ち込むこと。 

（９） 前各号に掲げるもののほか、周辺広場の管理上支障があると認められる行

為 

２ 指定管理者は、前項の規定に違反し、又はそのおそれがある者に対して、行為の

中止、周辺広場からの退去その他の必要な措置を命ずることができる。 

（原状回復の義務） 

第１４条 利用者は、その利用等を終了したときは、直ちに原状に回復しなければな

らない。第１２条の規定に基づく利用等の許可の取消し等を受けたときも、同様と

する。 

（損害賠償） 

第１５条 周辺広場の施設、設備、器具等を損傷し、又は滅失した者は、市長の認定

した損害額を賠償しなければならない。 

２ 第１２条の規定に基づく利用等の許可の取消し等によって利用者が被った損害に

ついては、市及び指定管理者は賠償の責めを負わない。 

（委任） 

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 
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この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２５年１２月２０日条例第５２号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

３ 改正後のそれぞれの条例（第７条から第９条まで、第１１条及び第２９条の規定

によるものを除く。）の施行の際現になされている使用、利用又は占用の許可等に

係る使用料、利用料金若しくは占用料等及び施行日の前日までの使用、利用又は占

用等により施行日以後に納付すべき義務が生じる使用料、利用料金若しくは占用料

等については、前項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２９年６月２７日条例第２５号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成３１年３月２５日条例第３号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成３１年１０月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例（第３４条から第３７条まで、第５３条及び第５４条の規定を除く。）

による改正後のそれぞれの条例（以下「改正後のそれぞれの条例」という。）の規

定は、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）以後に納付すべきものにつ

いて適用し、施行日の前日までに納付すべきものについては、なお従前の例による。 

３ 改正後のそれぞれの条例（第８条、第９条、第１１条及び第２９条の規定による

ものを除く。）の施行の際現になされている使用、利用又は占用の許可等に係る使

用料、利用料金若しくは占用料等及び施行日の前日までの使用、利用又は占用等に

より施行日以後に納付すべき義務が生じる使用料、利用料金若しくは占用料等につ

いては、前項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

別表第１（第５条、第８条関係） 
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（本表…一部改正〔平成２９年条例２５号〕） 

名称 区分 利用料金（１時間につき） 

殿ダム記念広場 

（多目的広場） 

全面利用 一般 ５００円 

小学生、中学生、

高齢者 

２５０円 

障害者等 無料 

半面利用 一般 ２５０円 

小学生、中学生、

高齢者 

１００円 

障害者等 無料 

殿ダム交流館体験学習室 ２５０円 

備考 

１ １時間未満は、１時間とする。 

２ 附属設備等の利用料金は、規則で定める額とする。 

３ 「高齢者」とは、６５歳以上の者をいう。 

４ 「障害者等」とは、次の各号のいずれかに該当する者をいう。 

（１） 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、特定医療費（指

定難病）医療受給者証又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添人 

（２） 介護保険法（平成９年法律第１２３号）の規定により、要介護状態又は

要支援状態と認定された者及びその付添人 

別表第２（第８条関係） 

（本表…一部改正〔平成２５年条例５２号・３１年３号〕） 

区分 単位 利用料金 

行商、募金その他これらに類する行

為 

１m２１日につき ５０円 
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業とする写真の撮影 常時 写真機 

１台１月につき 

５００円 

臨時 写真機 

１台１日につき 

１００円 

業とする映画撮影の行為 １時間につき ２００円 

興行 １m２１日につき １０円 

競技会、展示会、演説、集会その他

これらに類する行為 

１m２１日につき ５円 

備考 第６条に掲げる行為に係る土地の利用のうち消費税及び地方消費税を非課税

とされるもの以外のものに係る利用料金は、この表の規定により計算して得た額に

１００分の１１０を乗じて得た額（その額に１円未満の端数があるときは、その端

数金額を切り捨てた額）とする。 
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○鳥取市殿ダム周辺広場の設置及び管理に関する条例施行規則 

平成２５年１２月２７日 

鳥取市規則第５８号 

（目的） 

第１条 この規則は、鳥取市殿ダム周辺広場の設置及び管理に関する条例（平成２５

年鳥取市条例第４１号。以下「条例」という。）の施行に関し、必要な事項を定め

ることを目的とする。 

（休場日及び利用時間） 

第２条 鳥取市殿ダム周辺広場（以下「周辺広場」という。）の休場日及び利用時間

は、次のとおりとする。ただし、条例第３条第１項の規定により市長が指定するも

の（以下「指定管理者」という。）が必要と認めたときは、あらかじめ市長の承認

を受けてこれを変更することができる。 

施設の名称 休場日 利用時間 

殿ダム記念広場 

殿ダム交流館 

殿ダム中央広場 

殿ダム親水広場 

殿ダム古神護広場 

（１） 月曜日（その日が国民

の祝日に関する法律（昭和２

３年法律第１７８号）に規定

する休日である場合は、その

翌日） 

（２） １２月２９日から翌年

の１月３日までの日（前号に

掲げる日を除く。） 

午前８時３０分から午後

５時まで 

（附属設備等の利用料金） 

第３条 条例別表第１に規定する附属設備等の利用料金は、別表のとおりとする。 

（施設、設備、器具等のき損又は滅失の届出） 

第４条 周辺広場の施設、設備、器具等をき損し、又は滅失した者は、直ちに指定管

理者に届け出て、その指示に従わなければならない。 
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（委任） 

第５条 この規則で定めるもののほか、周辺広場の管理に関し必要な事項は、指定管

理者が別に定める。 

附 則 

この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

別表（第３条関係） 

施設の名称 区分 利用料金 

殿ダム交流館 シャワールーム １回につき１００円 

 


